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証券市場とブロックチェーン/DLT 

日本取引所グループ 
山藤 敦史 



2 

自己紹介 山藤 敦史（さんとう あつし） 日本取引所グループ 総合企画部 課長 

1995年 東京証券取引所に入社。新システム導入、営業部門設立、新規事
業専門部隊設立、フィンテックラボ設立、社内イノベーションプログラム等の多くの
‘初物’プロジェクトに携わる。神戸大学経済学部卒業。一橋大学国際企業戦
略研究科(ICS) MBA in Finance 

実証実験で構築したシステム環境のイメージ 

ブロックチェーン/DLT 
 

①証券発行 

④取引(照合) 

⑤証券決済 

⑥資金決済 

③証券保有者管理 

②CA 

口座開設 

発注 

投資家 

証券会社 

(IPO/PO申請) 

(配当/株式分割申請) 

• 管理者サーバは全情報参照可能 

• 証券会社は自社顧客分のみ参照可能 
• 取引内容は暗号化され秘匿 

株主名簿問合せ 

⑦取引内容の秘匿処理 

• 上場会社は自社株主名簿をリア
ルタイムで参照可 

銘柄・コーポレートア
クション登録 

上場会社 管理者 
(取引所・保振) 

• 証券決済はブロックチェーン/DLTで処理し
て完了とする 

• 資金決済はブロックチェーン/DLTで記録し
た後、証券会社システムに連携して完了と
なる事を想定 

取組み① 2016年4月～6月 実証実験×2  金融機関6社参加のコンソーシアム型実験 

                      パートナーベンダー(IBM、NRI＆カレンシーポート) 
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金融機関C 

金融機関B 

金融機関A 

ITベンダーA 

ITベンダーB 

OSE JSCC 
TSE 

物理インフラ(サーバー) 
(ハードウェア) 

DLTコアレイヤー 
(ミドルウェア) 

JPXアプリ 

DLTアプリケーション 

当初はHyperledger 

クラウドサービスを利用 

TSEだけでなく、ITベン
ダー等もDLTアプリケー
ションを展開可能 

TSEアプリ 他社アプリ 

(1) 業界連携型の技術検証 (2)コミュニティの醸成 
(3) オープンイノベーションによる
技術発展の促進 

実験環境 

取組み② 

取組み③ • 3月中にコミュニティサイトオープン 

• 4月中に業界連携型実証実験の開始 

2016年8月 JPX Working Paper(日・英) で検証結果をフルオープン 


